
江

日申

女

院

后

宮

倫

侍

五
二
六

e 江

日市太
宰
帥
大
江
匡
房
の
惇
記
な

b
。
匡
房
の
事
は
、
江
次
第
の
僚
(
一
五
五
頁
)
に
記
し
た
り
。
こ
の
香
も
、
今
俸
は
ら
今
ぜ

女

院

后

宮

命

侍

巻

女
院
、
三
后
、
及
び
内
侍
司
の
尚
侍
の
事
歴
ぞ
記
し
た
る
も
の
な
b
。
女
院
の
事
は
、
女
院
究
第
、
及
び
群
書
類
従
に
牧

め
た
る
女
院
小
停
、
女
院
記
ゐ
b
J
。
后
官
の
御
惇
記
、
及
び
尚
侍
の
事
を
記
し
た
る
も
の
は
、
今
停
は
ら
中
。

一
七

~ 
民

位

日内

外

ー諸

司

補

任

帳

京
官
地
方
官
の
補
任
を
記
録
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。
今
俸
は
ら
す
e

問、

匿

名

帳

今
惇
は
ら
ね
ば
、
明
な
ら
ね

E
、
内
外
官
諾
司
の
官
と
~
姓
名
と
を
列
記
し
た
る
も
の
な
る
刊
〈
、
蓋
し
群
書
類
従
に
股

め
た
る
歴
名
土
代
の
類
な
ら
ん
か
。

紳

紙

官

補

任

帳
内
閣
一
本
、
前
回
一
本
‘
悶
香
祭
一
本
、
徳
宮
本
‘
松
井
本
、
家
誠
一
本
等
、
ζ

の
次
に
・
柿
刊
紙
官
僚
名
艇
を
載
せ
た
り
。

内

外

務

司

初

任

校

岡

庭

名

阪

料

紙

官

初

任

制

収

五
二
七



会

卿

締

缶

五
二
八

神
祇
官
の
伯
、
大
少
副
跡
、
史
等
の
補
任
を
列
記
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。
今
俸
は
ら
今
。
古
書
に
引
き
た
る
も
の
も

見
え
4
7
0

公

卿

補

任

大
臣
以
下
参
議
以
上
、
三
位
以
上
を
列
記
し
て
、
そ
の
鏡
任
を
詰
記
し
た
る
も
の
な
り
。
上
は
神
武
天
皇
よ
り
記
し
て
、

持
続
天
皇
ま
で
は
、
御
代
毎
に
列
記
し
た
h
ノ
。
文
武
天
皇
元
年
以
後
は
、
年
毎
に
列
記
し
、
年
々
書
き
縫
ぎ
し
て
、
明
治
元

年
に
至
れ

b
。
こ
の
中
、
後
深
草
天
皇
賓
治
元
年
、
及
び
建
長
四
年
よ

b
、
正
元
元
年
に
至
る
九
年
の
問
、
後
醍
醐
天
皇
の

正
中
元
年
等
、
快
逸
し
た
る
と
こ
ろ
あ
り
。
但
し
こ
の
香
は
、
も
と
公
卿
停
と
稿
じ
て
、
五
巻
あ
り
し
ょ
し
に
て
、
巻
頭
に

左
の
序
文
ゐ
h
J
。
印
ち

会
卿
惇
序
、
蓋
上
古
風
淳
、
化
民
以
徳
、
雄
有
輔
弼
、
猶
無
官
名
、
後
世
漸
龍
、
在
人
以
躍
、
始
R
T
職
務
、
設
建
台
司
、
於

是
任
童
棟
梁
、
効
深
舟
械
、
上
輔
元
首
、
下
撫
築
基
…
、
用
能
安
上
治
氏
、
時
康
世
泰
、
賃
知
度
理
之
徳
盛
央
、
蹴
替
之
功

犬
荒
、
但
以
古
今
異
名
、
興
底
殊
勢
、
若
不
温
故
、
何
能
知
新
、
是
以
遠
等
奮
史
、
傍
援
前
情
、
魚
公
卿
俸
、
勃
潟
五
巻
、

縞
君
臣
之
歴
運
、
比
漢
地
之
年
代
、
暴
門
地
而
頴
汚
隆
、
陳
政
述
而
載
興
底
、
明
潟
手
集
、
以
備
選
忘
、
報
事
求
古
、
還

恕
謀
拙
云
爾
、

そ
の
「
明
鏡
手
集
、
以
備
遺
志
、
」
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
私
撰
の
も
の
に
し
て
、
官
府
の
記
録
に
あ
ら

F
る
事
を
知
る
ぺ
し
。

且
つ
「
編
君
臣
之
睡
蓮
、
比
漢
地
之
年
代
、
奉
門
地
而
頴
汚
陸
、
保
政
迩
而
哉
典
度
、
」
と
あ
れ

E
、
本
書
は
、
た
ヨ
毎
年
官
究

に
よ

b
て
列
記
し
、
各
自
叙
位
任
官
を
掲
げ
、
初
叙
初
任
の
と
こ
ろ
に
、
父
母
、
及
び
前
々
の
官
歴
ぞ
翠
げ
た
る
の
み
な
れ

ば
、
序
文
に
い
へ
る
も
の
と
は
、
陸
裁
同
じ
か
ら
や
。
き
れ
ば
、
こ
の
補
任
の
外
に
、
私
撰
に
か
、
る
公
卿
俸
と
稿
し
た
る

も
の
あ
り
し
合
、
何
人
か
、
そ
の
序
文
を
こ
の
補
任
の
各
首
に
附
し
、
や
が
て
、
-
』
の
補
任
を
公
卿
俸
の
別
名
と
し
た
る
も

の
な
ら
ん
か
。
本
書
賢
岳
二
年
の
僚
、
大
納
言
正
三
位
藤
原
魚
名
の
下
に
、
「
三
月
十
三
日
任
、
不
経
中
納
言
、
元
参
議
左

京
大
夫
、
乗
中
務
卿
、
公
卿
惇
云
、
是
日
任
中
納
言
、
九
月
任
大
納
言
、
或
者
不
経
中
納
言
、
」
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
公
卿
俸
と

稀
す
る
ち
の
は
、
こ
の
書
と
同
じ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
事
を
詮
す
ぺ
し
。
ま
た
寓
葉
集
時
代
難
事
に
、
「
公
卿
惇
云
、
大
伴

宿
禰
安
麻
呂
、
慶
雲
二
年
、
卒
域
朝
任
大
納
言
云
々
、
」
と
あ
る
文
の
、
こ
の
書
に
見
え

F
る
に
で
も
知
る
ぺ
し
。
な
ほ
続
日

本
後
紀
承
和
七
年
七
月
藤
原
三
守
菟
去
の
僚
に
、
「
見
合
卿
惇
」
と
記
し
、
同
十
五
年
正
月
桔
氏
公
上
表
の
僚
に
、
「
事
具
公

卿
停
、
」
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
公
卿
俸
は
、
貞
観
を
下
ら
F
る
も
の
な

b
。

こ
の
書
の
事
は
、
長
徳
元
年
四
月
五
日
、
小
野
宮
賃
資
が
閲
覧
し
、
寛
弘
入
年
七
月
舟
目
、
貨
資
、
内
大
臣
会
季
と
、
貞
信

会
忠
平
の
太
政
大
臣
に
任
壱
ら
れ
た
る
年
代
を
論
じ
て
、
「
予
云
、
以
公
卿
補
任
可
決
、
左
府
被
遣
御
宿
慮
、
披
見
之
慮
、
某

有
予
言
」
と
小
右
記
に
見
え
た
h
J
。
以
て
そ
れ
よ
h
J
以
前
の
も
の
な
る
を
知
る
ぺ

c、
遁
憲
入
選
識
書
目
録
に
は
、
「
公
卿

補
任
九
帖
」
と
記
せ

b
。
な
ほ
こ
の
書
を
通
覧
す
る
に
、
陽
成
天
皇
の
頃
ま
で
は
、
会
卿
以
前
の
任
官
、
及
び
そ
の
他
の
事

歴
は
、
他
書
を
参
取
し
た
る
と
こ
ろ
あ

b
。
或
は
後
人
が
、
頭
書
し
た
る
も
の
、
註
記
し
た
る
と
こ
ろ
頗
る
多
〈
、
異
同
を

会

卿

紛

佳

五
二
九



会

卿

補

任

五三
O

引
載
し
た
る
も
の
に
二
書
、

い
つ
の
頃
、
何
人
の
記
入
し
た
る
も
の
か
、
明
か
な
ら
や
ヲ
。

或
本
、
小
野
宮
本
あ

b
。
園
史
、
高
葉
集
、
績
日
本
紀
、
日

示
し
た
る
も
の
も
砂
か
ら
今
。

-

t

h

t
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鉾

官

補

佐線

官

補

任

公

本
後
紀
、
績
日
本
後
紀
、
文
徳
貫
録
]
日
本
紀
略
、
扶
桑

記
、
皇
代
記
、
藤
原
本
系
、
公
卿
惇
、
家
停
、
弊
官
補
任
、
臓

~pp 

人
補
任
、
受
領
桔
任
等
の
諸
書
あ
hJJ

こ
の
書
の
古
寓
本
は
、
藤
原
俊
成
、
定
家
失
子
の
手
寓

袖-

し
た
る
も
の
最
古

c、
伯
爵
冷
泉
矯
系
氏
の
所
蔵
に
て
、

任

ニ
帖
あ

b
。
一
帖
は
、
保
延
六
年
よ
り
承
安
四
年
に
至

(議所氏系s泉冷岱伯)

h
J
、
一
帖
は
、
建
久
九
年
よ
b
承
久
三
年
に
至
れ

b
、こ

の
外
寓
本
も
多
〈
、
享
職
、
天
文
等
の
奥
書
あ
る
も
の
あ

λ

リ
。
後
年
ま
で
連
結
し
た
る
も
の
少
か

b
し
が
、
明
治

三
十
七
年
、
諸
本
を
校
定
し
て
国
史
大
系
に
股
め
た
る

は
、
明
治
元
年
ま
で
あ
り
。
但
し
蕗
々
訣
り
て
、
完
備
せ

ぎ
る
は
惜
む
ぺ
し
。

左
右
大
中
少
鉾
の
補
任
を
書
き
た
る
も
の
な
り
。

群
香

排

類
従
に
牧
め
た
る

は
二
俊
天
皇
寛
弘
七
年
よ
り
、
後
鳥
羽

で
な
り
し
が
、
図
書
刊
行
舎
に
て
、
同
八

天
皇
建
久
七
年
ま

，卓司.
H 

年
よ
り
、
光
格
天
皇
享
和
二
年
ま
で
を
、
続
々
群
書
類
従
史

補

俸
部
に
牧
め
て
、
世
に
出
せ
り
。

き
れ
ば
、
こ
の
書
は
、
殆

任

E
完
備
せ
る
が
如
し
と
錐
E
も
、
寛
弘
六
年
以
前
の
補
任

(寂JiR:庫文時岩)，

の
世
に
俸
は
り
た
る
も
の
あ
ら
や
。
但
し
公
卿
補
任
の
本

文
、
或
は
頭
書
に
引
詮
し
た
る
も
の
に
、
一
脚
護
長
田
員
二
、
資
亀

仁
、
て
天
藤
一
元
、
延
暦
去
一
一
川
町
一
十
八
、
大
同
三
・
弘
仁
村
幹
天
長

四
、
承
和
一
一
一
桔
一
一
一
問
、
五
、
等
あ
り
。

こ
の
書
の
古
詩
本
は
、
岩
崎
文
庫
所
政
(
庚
橋
本
)

4き

ゐ
b
o
平
安
朝
末
期
よ
り
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
至
る
文
書
の

紙
背
に
寄
寓
し
た
る
も
の
に
て
、
鎌
倉
時
代
の
中
期
を
下

豆王



少

納

言

補

任

職

事

補

任

外

記

補

任

ら
古
る
も
の
な
り
。
寛
弘
七
年
よ
b
、
仁
平
二
年
に
至
れ
り
。

少
納
岳
一
日
補
任

五
三
ニ

こ
の
書
、
今
惇
は
ら
4
7
。
通
憲
入
道
蔵
書
目
録
に
「
一
合
第
九
十
七
植
、
少
納
言
補
任
一
帖
不
見
」
と
あ
る
の
み
。

職

事

補

任

岩
崎
文
庫
以
下
の
諮
本
、
こ
の
書
を
載
せ
ざ
る
も
の
多
し
。
後
の
港
記
な
ら
ん
か
。

蔵
人
頭
、
及
び
五
位
蔵
人
の
補
任
を
の
せ
た
る
も
の
な
り
。
御
代
毎
に
項
を
た
て
た
る
も
の
に
て
、
群
書
類
従
に
牧
め

花、・
9
。
嵯
峨
天
皇
よ

b
、
後
奈
良
天
皇
に
至
れ

b
。

外

記

補

任

大
少
外
記
の
補
任
な
り
。
今
惇
は
り
た
る
は
二
巻
ゐ
b
，。

一
巻
は
、
天
隠
元
年
よ
り
、
寛
弘
六
年
に
至
、
り
:
忠
信
は
、
建

品
位
一
奥
書
に
、
丈
安
丁
卯
林
鎧
上
旬
、
請
局
務
御
本
書
寓
也
、
翌
日
校
了
、

治
元
年
よ
h
J
、
康
暦
二
年
に
至
れ

b
。
も
と
は
、
寛
弘
建
治
の
中
間
に
、
二
容
あ
り
し
も
の
な
ら
ん
。

(
花
押
)

校
了
、
以
堀
川
皐
士
本
軍
校
了
、
隼
人
正
枝
之
、
又
以
官
務
本
校
了
、

永
和
三
七
品
川
、

行
し
た

b
。

史

補

任

と
ゐ

h
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
成
暦

任摘記外

は
、
追
記
な
る
が
如
し
。
ま
た
巻

は
、
巻
首
に
、
犬
外
記
正
五
位
上
例

以
下
の
諸
例
を
の
せ
、
そ
の
中
に
、

。議所氏~利回前震侯〉

中
原
英
隆
の
臆
永
廿
四
年
卒
せ
し

事
を
の
せ
た
り
。

こ
の
書
は
、
前
田
侯
爵
家
の
所

議
に
て
、
明
治
三
十
七
年
、
こ
れ
を

績
群
書
類
従
補
任
部
に
牧
め
て
刊

詳
な
ら
や
，
。

太
政
官
の
左
右
鉾
官
に
隷
し
た
る
左
右
大
阜
、
左
右
少
臭
の
補
任
を
記
し
た
る
も
の
な

b
。
こ
れ
も
今
停
は
ら
さ
れ
ば

史

補

佳

五一一ご一一



八

省

補

任

后

官

補

佳

五
三
回

侍

従

補

任

内

記

補

佳

監

物

補

任

八

省

補

任

可

中
務
、
式
部
、
治
部
、
民
部
、
兵
部
、
刑
部
、
大
蔵
、
宮
内
の
八
省
の
卿
、
大
少
輔
、
大
少
丞
、
大
少
録
等
の
補
任
な
り
。
今
俸

は
ら
や
J
O

侍
従
補
人
任

中
務
省
侍
従
の
補
任
な
り
。
こ
の
書
も
今
亡
侠
せ

b
。

内

記

補

任

中
務
省
に
於
け
る
内
記
局
の
大
少
内
記
等
の
補
任
な

b
。
こ
の
書
も
今
惇
一
は
ら
や

J.

監

物

補

任

中
務
省
の
大
少
監
物
の
補
任
な
h
J
。
こ
れ
も
今
俸
は
ら
予
。

后

官

補

任

中
宮
職
の
大
夫
、
亮
、
大
少
進
、
大
少
属
等
の
補
任
な
り
。
太
皇
太
后
宮
職
、
皇
太
后
官
職
、
皇
后
宮
職
を
併
記
し
た
る
も

の
な
る
ぺ
し
。
こ
の
書
も
今
亡
侠
せ
り
。

諸

寮

補

任

諸
寮
は
、
大
賢
令
以
後
、
時
々
官
制
の
改
正
に
よ
り
て
、
易
会
底
置
一
な
ら
g
b
し
が
、
弘
仁
以
降
に
至
り
て
、
大
九
定

ま
れ
ち
。
郎
も
犬
舎
人
、
国
書
、
縫
殿
、
内
臓
、
陰
陽
、
内
匠
糊
社
中
大
串
、
紙
部
主
計
、
主
稔
制
紅
民
雅
楽
、
玄
蕃
、
諸
陵
町
佐
治

木
工
、
大
炊
、
地
薬
、
掃
郁
朗
紅
宮
薪
宮
寮
、
左
右
馬
寮
、
兵
庫
等
の
諸
寮
な
り
。
こ
の
書
は
、
諾
寮
の
頭
、
助
、
大
少
尤
、
大
少

属
等
の
補
任
を
記
し
た
る
も
の
な
り
。
こ
れ
も
今
俸
は
ら
?
。

諸

司

補

任

諸
司
も
、
平
安
朝
に
至
り
て
定
ま
り
た
る
は
、
隼
人
保
理
岬
囚
獄
側
部
一
一
械
部
司
紋
戎
正
親
、
内
膳
、
造
酒
、
采
女
、
主
水
、

mm一宮

東
西
市
等
に
し
て
、
こ
の
書
は
、
そ
の
職
員
な
る
正
、
佑
、
大
少
令
史
等
の
楠
任
を
記
し
た
る
も
の
な
れ
ど
、
今
世
に
俸
は

ら
や
ヲ
。
古
書
に
引
載
し
た
る
も
の
も
見
え
令
。

刻

事

補

任務
寮

補

任

五
三
五

諸

司

補

任

列

事

補

伝



弾

正

紛

佳

諸

政

補

伝

山
本
宮
坊
補
任

刑
部
省
に
属
せ
る
大
中
小
剣
事
の
補
任
な
り
。
こ
れ
も
今
俸
は
ら
子
。

五
三
大

弾

正

補

任

韓
正
妻
の
予
、
及
び
大
小
弼
大
少
忠
、
大
少
疏
等
の
補
任
な
り
。
こ
の
書
も
今
亡
供
せ
り
@

諸

職

補

任

諸
職
も
、
平
安
朝
以
後
定
ま
り
た
る
は
、
中
宮
職
併
務
大
膳
館
内
左
右
京
職
、
修
理
職
等
に
し
て
、
そ
の
職
員
な
る
大
夫
、

亮
、
大
少
進
、
犬
少
属
な

E
の
補
任
な
り
。
但
し
中
官
職
は
、
上
に
の
せ
た
る
后
官
補
任
あ
れ

E
、
こ
の
中
に
も
股
め
た
る

に
や
。
今
俸
は
ら
ざ
れ
ば
明
な
ら
や
。

春

宮

坊

補

任

東
宮
停
、
東
宮
皐
士
、
春
宮
大
夫
、
亮
、
大
少
準
、
大
少
属
、
及
び
合
入
、
主
膳
の
三
監
主
段
、
主
馬
の
二
署
、
蔵
人
所
等
の

補
任
な
り
。
柳
原
家
の
臓
本
に
て
、
結
群
書
類
従
補
任
部
に
加
へ
た
る
も
の
一
巻
ゐ
h
J
。
春
宮
坊
官
補
任
と
題
し
て
、
醍

醐
天
皇
東
宮
の
御
時
よ
り
、
崇
光
天
皇
の
東
宮
直
仁
親
王
に
至
れ

b
。

諸

使

補

任

-

若
崎
文
庫
本
、
内
閣
一
本
、
前
回
一
本
、
諸
司
補
任
に
作
り
、
神
宮
文
庫
一
本
、
内
閣
一
本
、
乙
の
書
を
哉
せ
ず
。

き
躍
に
て
、
貞
治
二
年
篤
直
に
至
れ
り
。

検

非

蓮

使

補

任

諸

伎

補

任

検

非

違

使

紛

任

任桶使院薬施

諸
使
は
多
〈
臨
時
の
職
に
て
、
勘
解
由
使
、
修
理
宮

域
使
、
遺
寺
使
、
防
鴨
河
使
、
施
薬
院
位
等
に
て
、
そ
の

職
員
、
長
官
、
衣
官
、
到
官
等
の
補
任
な
り
。

但
し
賀

茂
帯
院
司
、
鏡
銭
司
は
司
な
れ
E
、
職
員
は
伎
と
同
じ

(寂所氏:s刻悶前fi侯〉

き
を
以
て
、
こ
の
書
に
牧
め
た
る
に
や
。

こ
の
書
の
中
、
今
惇
は
b
た
る
は
、
施
薬
院
使
補
任

の
み
、
前
田
侯
爵
家
所
臓
の
古
詩
本
一
定
あ
b
。

首
訣
け
て
、
康
治
三
年
以
下
、
文
保
二
年
三
月
に
補
せ

ら
れ
た
る
忠
守
に
豆
h
J
、
正
中
二
年
長
朝
以
下
は
書

五
三
七

各
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諸

街

補

任

4余ゴド連佼補任(荻所所纂曹司料史〉

五
三
八

拾
非
違
使
患
の
別
賞
、
佐
、
大
少
尉
、
大
少
志
、
府
生
の
補
任
を
年

年
に
別
も
て
、
記
し
た
る
も
の
な
り
。
通
憲
入
道
臓
書
目
録
に
、
「
一

合
第
九
十
七
揮
、
強
非
違
使
補
任
三
帖
、
同
補
任
五
局
不
見
、
」
と
あ

り
て
、
績
群
書
類
従
に
股
め
た
ら
も
の
一
巻
あ
り
。

賢
治
二
年
よ

h

リ
文
永
四
年
に
至
れ

b
。
但
じ
賢
治
二
年
は
志
闘
り
た
り
。

こ
の
書
の
古
寓
J

本
の
世
に
俸
は

b
た
4

々
は
、
史
料
編
纂
所
所
蔵

鎌
倉
時
代
中
期
の
古
文
書
の
紙
背
に
記
し
た
り
。
‘
但
し
建
長
元
年

の
も
の
最
も
古

c-岡
本
は
建
長
元
年
よ
り
、
文
永
四
年
に
至

b
、

は
、
品
位
首
繰
り
、
“
少
尉

ρ
末
よ
り
あ
b
。
ま
た
中
間
に
も
、
建
長
三

年
の
尉
の
大
部
分
及
び
志
、
府
生
と
、
建
長
四
年
の
別
営
、

及
び
佐

り
し
が
、
故
逸
し
て
、
之
、
の
一
容
も
、
鎌
倉
時
代
初
期
り
頃
よ
り
の

の
始
紋
け
た
り
。
蓋
し
も
と
は
、
検
非
違
使
鹿
創
設
以
来
致
容
あ

も
の
な
る
べ
し
。

犬
賀
令
の
制
に
て
は
、
衛
門
、
左
右
衛
士
、
左
右
兵
衛
の
五
街
ゐ
り
。
後
中
街
、
外
街
等
を
置
か
れ
し
が
、
平
安
朝
以
後
は
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・
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i
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こ
!
手
夕
、
手
ieAと
-1は
f
a
i

に
し
て
、
正
暦
二
年
任
壱
ら
れ
た
る
時
中
よ
り
、
正
中
二
年
に
任
や
ら
れ
た
る
各
方
に
至
れ
b
。

1 時
同
街
補
任

街ー門督補任(務所所纂続料史〉

左
右
近
衛
、
左
右
衛
門
、
左
右
兵
衛
の
六
街
と
な
れ
ち
。
そ

の
職
員
に
は
、
近
衛
は
大
中
少
勝
、
賂
監
、
賂
曹
等
ゐ

b
。

街
門
、
兵
衛
は
昔
、
佐
、
大
少
尉
、
大
少
志
等
あ
り
。

こ
の
書
の
中
、
近
街
、
兵
街
の
補
任
は
亡
遁
し
、
衛
門
督

補
任
二
巻
、
世
に
俸
は
れ
り
。

一
容
は
、
伯
得
勘
修
寺
経
雄

氏
の
藤
本
仁
て
、
左
右
衛
門
督
補
任
と
題
せ
り
。
左
衛
門
督

t

の
部
は
、
巻
首
候
け
て
、
員
観
十
四
年
に
任
性
ら
れ
た
る
一
昔

人
よ
hd
、
正
中
元
年
に
任
骨
ら
れ
た
る
師
賢
ま
で
を
記
し
、

市
じ
て
別
筆
に
て
、
同
二
年
に
任
性
ら
れ
た
る
会
泰
、
及
び

賃
世
、
通
各
の
名
を
列
記
し
た

b
。
衣
に
「
右
衛
門
菅
弐
第
」

と
し
て
、
承
和
三
年
に
任
や
ら
れ
た
る
清
蔭
ま
で
を
記
し

た
り
。

一
容
は
、
奥
料
編
纂
所
の
所
蔵
に
し
て
、
掠
非
違
使

別
官
補
任

ι題
せ
り
。
さ
れ

E
、
内
容
は
右
衛
門
菅
の
補
任

こ
の
二
港
は
、
い
づ
れ

五
一
一
一
九



r 

受

領

初

任

寂

人

補

伝

五
時

O

も
同
筆
に
て
、
元
徳
二
年
の
般
名
暦
の
裏
面
に
記
し
た
り
。
且
つ
左
衛
門
督
の
格
、
及
び
右
衛
門
督
の
巻
末
に
は
、
並
に
{変

ー
、
定

lι
記
し
た
る
と
こ
ろ
あ
ち
。
蓋
し
俊
定
、
定
資
の
父
子
に
て
、
定
資
の
子
勘
修
寺
経
頴
の
寓
し
た
る
も
の
な
る
ぺ

ぐ
、
二
容
と
も
、
勤
修
寺
家
に
て
襲
識
し
た
る
も
の
な
ら
ん
。
但
し
清
蔭
よ
り
時
中
ま
で
亡
逸
し
た
る
も
の
、
如
し
。

受

領

補

任

国
司
の
補
任
な

b
。
こ
れ
も
今
俸
は
ら
す
。
こ
の
書
は
、
通
銭
入
道
蔵
書
目
録
に
、
「
一
合
第
九
十
七
橿
、
受
領
補
任
十

帖
、
組
語
新
恐
と
あ
れ
ば
、
諸
道
に
別
ち
た
る
も
の
な
る
が
字
、
そ
の
頃
、
既
に
東
海
、
西
海
二
道
の
も
の
は
、
散
逸

こ
の
書
を
古
書
に
引
き
た
る
は
、
会
卿
補
任
天
平
九
年
よ
h
J
、
延
暦
五
年
ま
で
の
聞
に
て
、
大
和
、
撮
母
、
伊

せ
し
な

b
。

勢
、
参
河
、
上
線
、
常
陸
、
下
野
、
丹
波
、
美
作
、
備
中
守
等
の
守
を
任
じ
た
る
事
を
の
せ
た
h
。
こ
の
外
、
額
昭
古
今
集
註
に
、

「
和
銅
六
年
割
備
前
回
、
始
稽
美
作
之
由
、
見
受
領
補
任
、
」
と
見
え
、
骨
骨
卑
亦
服
、
南
家
具
作
流
元
卓
む
下
に
、
「
受
領
補
任

任
相
撲
守
云
々
如
何
、
」
と
記
し
、
同
書
魚
名
流
、
済
家
の
下
に
も
見
え
た

b
。

蔵

人

補

任

燕
入
所
の
別
官
以
下
、
非
寂
人
に
至
る
ま
で
の
補
任
を
記
せ
ト
ノ
。
通
憲
入
道
政
書
目
録
に
、
「
蔵
人
補
任
一
帖
」
と
見
え
、

群
害
類
従
に
股
め
た
る
は
、
嘉
誠
元
年
よ
hJ
弘
安
に
至
れ
b
。

ま
た
結
群
書
類
従
に
牧
め
た
る
は
、
延
喜
十
六
年
よ
h
、

、、

同
廿
二
年
に
至
り
た
る
も
の
一
容
あ
り
。
但
し
同
書
に
は
、
別
嘗
を
翠
げ
今
、
蔵
人
を
五
位
、
六
位
に
別
た
ざ
れ
ば
、
群
害

類
従
に
股
め
た
る
も
の
と
は
、
を
の
瞳
同
じ
か
ら
4
7
0

蓋
し
別
種
の
も
の
な
る
ぺ
し
む
ま
た
公
卿
補
任
に
、
天
長
五
年
、
良

観
十
四
年
の
識
人
補
任
を
引
き
、
古
今
和
歌
集
目
録
藤
原
菅
根
の
下
に
、
こ
の
害
を
引
き
て
、
菅
根
の
事
歴
を
の
せ
た
b
。

借

綱

補

任

借
正
、
借
都
、
律
師
、
法
印
、
法
眼
、
法
橋
の
佐
官
位
の
補
任
を
か
き
た
る
も
の
な
り
。
今
世
に
俸
は
り
た
る
も
の
に
三

種
あ
り
。六
冊
に
で
、
各
一
に
、
信
網
補
任
歴
と
記
し
、
「
推
古
天
皇
郎
位
品
川
二
年
、
抑
始
被
下
宿
綱
宣
旨
、
」
と
あ
り
て
、
各
六
成

治
元
年
に
至
れ
り
。
古
文
書
の
紙
背
に
記
し
た
る
も
の
に
て
、
中
に
平
清
盛
の
書
あ
り
。
血
(
稲
寺
の
所
識
に
て
、
明
治

四
十
三
年
、
図
買
に
指
定
せ
ら
れ
た
り
。

一
冊
に
て
、
巻
首
候
り
、
持
統
天
皇
よ
h
延
暦
九
年
「
惇
教
大
師
家
渡
海
宣
旨
」
ま
で
を
記
し
、
永
寓
元
年
十
月
、
窓
珍

の
臭
書
あ
り
。
彰
考
館
本
に
て
、
高
畠
勘
兵
衛
本
に
よ
り
て
、
寓
し
た
る
よ
し
見
え
た
り
。
こ
れ
を
前
掲
の
六
世
本
と

封
照
す
る
に
、
同
じ
き
と
こ
ろ
も
あ
れ
ど
、
別
本
な
る
事
は
言
ふ
を
侯
た
や
。
こ
れ
を
群
書
類
従
に
牧
め
た
る
借
綱
捕

任
抄
出
と
題
し
た
る
二
倉
本
と
比
枝
す
る
に
、
多
少
の
異
同
は
あ
れ
ど
、
同
一
の
も
の
に
し
て
、
一
は
第
一
審
を
存
し
、

一
は
抄
略
し
た
る
も
の
な
る
事
を
知
る
を
得
た
り
。
こ
の
抄
出
本
は
、
六
候
天
皇
ま
で
に
て
、
同
天
皇
を
新
院
と
記
し

信

網

補

任

玄

関



信

網

補

任
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た
れ
ば
、
蓋
し
究
，
の
高
倉
天
皇
の
御
代
に
な
り
し
も
の
な
る
事
明
な
り
。
且
つ

深
賢
記

巻
首
に
1

東
大
寺
東
南
院
経
蔵
本
十
二
巻
、
枇
蹴
噛
旧
粗
見
之
、
衣
慮
々
抄
出
了
、
更
不
可
及
外
見
者
也
、

と
記
せ
h
y
o

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
忠
商
信
都
の
撰
に
し
て
、
十
二
巻
あ

b
し

fff 

も
の
な
り
。
忠
称
は
、
左
少
錦
、
源
額
固
の
子
に
し
て
、
大
安
寺
の
皐
信
と

な
b
、
仁
安
二
年
、
信
都
主
な
り
、
嘉
臆
元
年
、
東
南
院
に
移
b
、
尋
い
で
入

~[，Yl 

減
し
た
る
事
、
本
朝
高
信
俸
に
見
え
、
曾
卑
R
T
脈
に
は
、
頴
園
の
子
恵
称

描

と
し
て
、
「
少
借
都
、
大
安
寺
別
営
、
京
南
院
、
」
と
あ

b
て
、
彰
考
館
本
に

任

窓
称
と
あ
る
に
あ
へ

b
。
忠
惑
の
文
字
、
草
躍
に
て
相
似
た
れ
ば
。
何
れ

(議所寺繭奥)

か
謀
、
り
た
る
も
の
な
ら
ん
。

且
つ
彰
考
館
本
の
中
に
、
永
寓
元
年
の
奥

書
あ
る
と
、
抄
出
本
に
永
高
元
年
を
終
と
せ
る
と
を
合
せ
考
ふ
る
に
、
蓋

し
高
倉
天
皇
の
御
代
の
始
に
な
b
し
も
の
の
如
し
。
抄
出
し
た
る
も
の

に
も
、
国
史
、
維
摩
合
縁
起
、
扶
桑
記
、
宣
明
親
王
記
等
を
引
詮
し
た
れ
ば
、

二
冊
あ
h
J
。
縦
横
の
罫
引
に
、
信
正
、
信
都
等
の
欄
を
設
り
て
記
入
し
た
り
。
港
一
は
、
安
和
二
年
よ
り
、
長
元
八
年

完
備
し
た
ら
ん
に
は
、
参
考
に
資
す
ぺ
き
史
料
も
砂
か
ら
ざ
る
へ
し
。

に
至
、
夕
、
各
二
は
、
嘉
承
二
年
よ
り
、
保
延
四
年
に
至
れ
り
。
安
和
以
前
、
及
び
長
元
九
年
よ
h
J
、
嘉
承
元
年
に
至
る
七
十

一
年
繰
り
た
り
。

蓋
し
も
と
は
、
後
一
候
天
皇
よ
り
堀
河
天
皇
ま
で
を
一
審
に
牧
め
た
り
し
も
の
な
ら
ん
。
こ
の
書

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
崇
徳

は
、
鳥
羽
判
天
皇
を
新
院
と
し
、
崇
徳
天
皇
を
今
上
と
し
て
、
朱
書
に
て
、
新
院
太
子
と
註
せ

b
。

天
皇
の
御
代
に
な

b
た
る
も
の
な
り
。
こ
は
水
戸
彰
考
館
所
蔵
に
て
、
紙
背
に
も
記
入
し
た
る
と
こ
ろ
ゐ
り
。

こ
の
書
の
事
は
、
台
記
久
安
二
年
五
月
廿
一
日
の
僚
に
「
又
信
網
補
任
一
巻
、
持
参
之
、
良
源
信
正
不
逢
一
候
院
御
時
事

見
此
補
任
、
」
と
見
え
]
東
大
寺
要
録
巻
二
裏
書
、
及
び
隼
卑
1
7
服
、
南
家
貞
嗣
流
庭
園
の
と
こ
ろ
に
引
き
た
る
も
の
あ
h
J
。

任

公

卿

雑

例

大
外
記
師
季
抄

会
卿
を
任
今
る
に
つ
ヤ
て
の
例
E
も
を
翠
げ
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
今
俸
は
ら
今
。
師
季
は
、
大
外
記
中
原
師
元
の

官
孫
に
で
、
師
綱
の
子
な

b
。

任

官

雑

例

大
外
記
師
霊
抄

群
書
類
従
本
、
及
び
そ
の
升
ニ
=
一
本
に
は
、
師
李
と
し
た
り
。

こ
の
書
も
、
今
俸
は
ら
子
。
師
宣
は
、
中
原
師
備
の
子
に
て
、
新
抄
の
候
(
一

O
五
頁
)
に
記
せ
り
。

佳
公
卿
枠
枠
例

任

官

雑

例

五
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三


